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平
成
十
一
年
の
初
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
ま
し
て
、
皆
様
に
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

医
療
保
険
制
度
、
医
療
提
供
体
制
の
根

本
的
な
改
革
が
唱
え
ら
れ
、
種
々
の
改

革
案
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
中
で

も
、
介
護
保
険
制
度
は
平
成
十
二
年
四

月
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平

成
十
一
年
十
月
に
は
介
護
保
険
認
定
審

査
も
始
ま
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
隠
岐
病
院

も
社
会
の
変
革
に
対
応
す
べ
く
、
種
々

の
改
革
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず

れ
の
改
革
も
不
十
分
で
あ
り
、
皆
様
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
お
詫
び
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
再
度
、
隠
岐
病
院
の

目
指
し
て
い
る
医
療
の
概
要
を
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭

発行
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隠岐病院長

?代

/き
病
院
長

大
田

宣
弘

隠
岐
病
院
の
医
療
の
基
本
的
目
標

。
病
院
憲
章
に
則
り
「
質
の
高
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
に
努
め
る
。

A
V
平
成
八
年
度
隠
岐
病
院
経
営
安
定
化

計
画
に
則
り
「
経
営
の
健
全
化
」
に

努
め
る
。

具
体
的
目
標

・
医
療
の
質
の
向
上
に
対
す
る
具
体
的

推
進
事
項

L
患
者
さ
ん
主
体
の
医
療
を
行
な
う
0

.
患
者
さ
ん
の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
医
療

・
Q
O
L
(生
活
の
質
)
を
尊
重
す
る

医
療

・
患
者
さ
ん
の
快
適
性
・
安
全
性
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
医
療

・
患
者
さ
ん
へ
の
接
遇
の
改
善

・
外
来
診
療
の
待
ち
時
間
短
縮

・
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
、
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
(

説
明
と
同
意
)
の
推
進

-
全
人
的
・
総
合
的
医
療

の
推
進

Z
二
次
医
療
圏
の
中
核
病

院
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
し
、
隠
岐
圏
域
で
の

医
療
の
完
結
を
目
指
す
。

&
自
治
体
病
院
の
役
割
を
果
た
し
、
地

域
住
民
の
保
険
・
医
療
・
福
祉
に
寄

与
す
る
0

4
総
合
病
院
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し

チ
ー
ム
医
療
を
実
践
す
る
。

丘
病
院
・
診
療
所
連
携
を
強
化
し
、
医

療
の
機
能
分
担
を
推
進
す
る
。

a救
命
救
急
医
療
体
制
を
整
備
す
る
0

・
経
営
の
健
全
化
に
対
す
る
具
体
的
推

進
事
項

L
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
。

・
病
院
の
公
共
性
・
専
門
性
な
ど
の
特

殊
性
へ
の
理
解

・
病
院
も
企
業
む
一
つ
で
あ
る
こ
と
へ

の
理
解

・
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
で
あ
る
こ

と
へ
の
理
解

Z
業
務
の
分
担
と
連
携
を
推
進
し
、
抜

本
的
な
見
直
し
を
図
る
。

・
保
険
医
療
の
適
性
運
用

.
病
床
の
有
効
運
用

・
設
備
の
効
果
的
投
入

・
在
庫
・
使
用
管
理
の
徹
底

a業
務
委
託
の
積
極
的
推
進
を
図
り
、

各
種
専
門
職
種
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入

す
る
。

4
情
報
技
術
の
活
用
を
図
る
。

・
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
の
電
算
化

四

-
薬
剤
・
診
療
材
料
の
管
理
の
シ
ス
テ

ム
化

・
画
像
遠
隔
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
構
築

.
院
内
・
外
の
情
報
の
共
有
化

以
上
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
改
革

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
前
述
し
ま

し
た
よ
う
に
努
力
不
足
の
こ
と
も
あ
り
、

十
分
な
効
果
を
4

認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
各
方
策
に
お
い
て
も
、
常
に
問

題
点
も
含
ん
で
い
る
の
も
事
実
で
す
。

例
え
ば
、
待
ち
時
間
の
短
縮
の
た
め
、

「
再
診
予
約
制
」
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

予
約
さ
れ
て
い
な
い
患
者
さ
ん
に
は
メ

リ
ッ
ト
は
な
く
、
か
え
っ
て
待
ち
時
間

が
長
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

総
合
的
に
診
る
た
め
に
こ
患
者
一
診

療
録
」
に
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
た

め
に
不
便
が
生
じ
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

全
職
員
が
運
用
に
お
い
て
解
決
す
る
し

か
な
い
と
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
医
療
は
、
患
者
さ
ん
の

生
き
方
を
尊
重
し
、
患
者
さ
ん
の
「
安

心
・
納
得
」
を
最
大
限
尊
重
す
る
医
療

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
同
時

に
、
医
療
・
保
険
・
福
祉
が
地
域
の
中

で
完
結
で
き
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
当

院
は
こ
の
様
な
使
命
感
を
も
ち
、
聞
か

れ
た
病
院
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
住
民
の
皆
様
の
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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「

募集中j

居後町制組合立隠岐病院では、昨年12.引き続き平成11:年度{之
おいて宅、医療技術語学鮫i之在学されている万および進学される
予定の万を対象{之、下記のとおり修学生を募集します。

一
，
概
要
将
来
、
隠
岐
病
院
に
医
療
技
術
職

員
と
し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
学
生

に
苅
し
て
、
修
学
資
金
を
貸
与
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
隠
岐
病
院
に
勤
務

す
る
医
療
技
術
職
員
の
確
保
を
図
る

こ
と
を
呂
的
と
す
る
も
の
で
す
。

二
，
平
成
十
一
年
度
の
募
集
職
種

保
健
婦
ハ
士
)
、
助
産
婦
、
看
護

婦
〈
士
)
・
診
療
放
射
線
技
師
・
臨

床
検
査
技
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業

療
法
土
・
臨
床
工
学
技
師
・
薬
剤
師

ニ
，
貸
与
者
予
定
人
員

五
名
ハ
平
成
十
一
年
度
〉

四
，
修
学
資
金
の
額

月
額
五
万
円

五
，
貸
与
期
間

貸
与
を
決
定
し
た
自
の
属
す
る
月

か
ら
修
学
年
限
の
最
終
ハ
卒
業
月
〉

ま
で
で
す
。

占
ハ
.
修
学
資
金
の
返
還

隠
岐
病
院
医
療
修
学
資
金
貸
与
規

則
に
基
づ
く
被
貸
与
者
は
、
月
賦
に

よ
る
均
等
返
還
ま
た
は
、
繰
上
げ
返

還
を
し
て
い
疋
だ
き
ま
す
。

七
，
修
学
資
金
の
返
還
の
免
除

卒
業
し
た
白
か
ら
一
年
以
内
に
免

許
を
取
得
し
、
直
ち
に
隠
岐
病
院
に

お
い
て
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た

二
倍
に
相
当
す
る
期
間
以
上
勤
務
し

疋
揚
合
は
、
返
還
を
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

八
，
申
請
手
続

修
学
資
金
の
貸
与
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
書
類
を
島
後
町
村
組
合

総
務
課
ま
た
は
、
隠
岐
病
院
総
務
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
修
学
資
金
貸
与
申
請
書

・
在
学
証
明
書
・
医
療
技
術
諸
学
校

長
の
推
薦
書
等
〈
猶
予
期
間
有
〉

九
，
受
信
期
間

平
成
十
一
年
一
月
二
十
五
日
か
ら

平
成
十
一
年
三
月
十
九
日
ま
で

十
，
修
学
生
の
決
定

審
査
は
、
書
類
お
よ
び
面
接
で
行

な
い
ま
す
。
決
定
次
第
、
本
人
に

通
知
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間
な
ど
、
そ
の
他
の
詳
し

い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
島
後
町

村
組
合
総
務
課
〈
二
l
O
O
五
O
〉

ま
た
は
隠
岐
病
院
総
務
課
(
二

i
一

三
五
六
〉
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
向
山
険
証
の
確
認
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
…

ご

指

摘

の

件

に

つ

い

て

、

院

内

で

検

叩

山

せ

ん

か

。

…

討
の
結
果
、
本
年
度
増
築
い
た
し
ま
し
仇

た
M
R
I撮
影
室
待
ち
合
い
入
口
(
現
制

在
の
売
庖
の
右
隣
)
の
部
分
を
暫
定
的
問

で
は
あ
り
ま
す
が
、
外
来
患
者
さ
ん
の
ゆ

食
事
休
憩
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

m

う
に
現
在
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
何

で
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
す
吋

ょ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
。
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外
来
受
診
後
の
食
事
ま
た
は
、
休
憩

場
所
に
付
い
て
は
、
以
前
に
も
沢
山
の

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

外
来
ロ
ビ

i
に
適
切
な
場
所
が
な
く
遠
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いきなり2コマf色誌マスクt

保
険
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
場

合
、
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
後

診
療
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ご
面
倒
で
す
が
、
そ
の
月
に

初
め
て
受
診
す
る
時
に
は
医
事
課
窓
口

に
て
保
険
証
の
確
認
を
受
け
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
救
急
外
来
の
改
修
工
事
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
長
期
間
に
わ
た
り
騒

音
等
で
患
者
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
工
事

は
二
月
末
に
完
成
予
定
で
す
。
今
し
ば

ら
く
ご
辛
抱
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

動
一
高
砂

用

l

一
月
ー
高
閣
/

昌
晃
(
泌
尿
器
科
医
長
〉

s

£

涯F
て，、

員採*退
角

職

l
十
二
月
i

博
二
郎
(
泌
尿
器
科
医
長
)

ー
島
根
医
大
病
院
へ

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
!

口
口
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窃吉正ロ

モマ日
口
口
口
口
口
口
口
口
口

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
暖
冬
と
言
わ
れ
な
が
ら

も
、
い
き
な
り
寒
い
日
が
来
た
り
し
て
、

体
調
を
崩
し
や
す
い
天
候
が
続
い
て
い

ま
す
。

V
去
年
に
引
続
き
、
今
年
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

ま
す
。
中
に
は
な
く
な
ら
れ
た
方
も
・

.
-
o
V
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
強
く
な

っ
た
の
か
、
私
た
ち
の
抵
抗
力
が
弱
く

な
っ
た
の
か
D

な
か
に
は
、
太
陽
の
活

動
潤
期
に
影
響
を
受
け
て
い
る
、
な
ん

て
言
う
科
μ
主
告
も
い
る
よ
う
で
す
。

V

と
に
も
か
く
に
も
、
昔
か
ら
「
風
邪
は

万
病
の
も
と
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
う
が

い
・
手
洗
い
励
行
で
、
ま
め
で
、
達
者

で
、
明
る
い
一
年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

早
速
腸
感
冒
に
か
か
っ
た

M 


